
RIMS共同研究「数学誌出版の現状と将来の分析」

京都大学数理解析研究所の共同利用・共同研究事業の一つとして、下記の RIMS共
同研究を開催します。

提案者 ：森 重文 （京大数理研）
代表者 ：堤 誉志雄（京大理）
副代表者：玉川安騎男（京大数理研）

記

期間：平成２６年１月２７日（月） — ２８日（火）
場所：京都大学数理解析研究所１１０号室

１月２７日（月）

10:00 森重文（京都大学数理解析研究所） 開会ご挨拶

10:05 諸注意

10:15 早川尚男（京都大学基礎物理学研究所） 基調講演＋討論
「PTPから PTEPへ：新しい物理ジャーナルの発刊」

11:00 野海正俊（神戸大学理学研究科） 基調講演＋討論
「数学論文雑誌 Funkcialaj Ekvacioj について」

13:15 尾城孝一（国立情報学研究所） 基調講演＋討論
「オープンアクセスジャーナルによる論文公表に関する調査」

14:00 各誌からの報告＋討論 第１部

15:00 Coffee Break

15:30 各誌からの報告＋討論 第２部

17:00 自由討論

１月２８日（火）

10:00 鈴木昌和（九州先端科学技術研究所） 基調講演＋討論
「数学論文のコンピュータ処理とアクセシビリティー」

10:45 二木昭人（東京大学数理科学研究科）基調講演＋討論
「科研費の公募種目「国際情報発信強化」への申請について – 数学ジャーナルに
大型プラットフォームは必要か?」

13:00 林和弘（文部科学省科学技術政策研究所） 基調講演＋討論
「新しい局面を迎えた学術情報流通– オープンアクセス、Altmetricsがもたらす
査読やインパクトファクターへの挑戦」

13:45 各誌からの報告＋討論 第３部

15:00 Coffee Break

15:30 各誌からの報告＋討論 第４部

17:00 堤誉志雄（京都大学理学研究科） 総括と閉会ご挨拶

「各誌からの報告」では、各誌担当者の方に１誌５—１０分程度を目安にご報告いた
だき、討論の話題とさせていただく予定です。
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